
消防計画（小規模用）ひな型使用例 

※その他のひな型も同じようにお使いください。 

※青文字は記入例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（大項目） 

 

 

 

                          

 

 

（小項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物の名前を記入してください。 

ビルの一部のテナント部分のみの消防計画の場合は

「きんすけビル(コンビニきんすけ)」のように( )

内にテナント名を入れてください。 

各階の収容人員を記載してください。 

自衛消防隊の隊長を決めてください。 

発言力が求められますので、所有者、防火管理者など

が担当してください。 

建物に設置されている階段、避難器具などについて、設置されている階に〇をつけてください。 

各大項目に対して➀、②など

の小項目があります。 

 

該当する小項目の番号を、※

の後ろに記載してください。 

 

その他の質問についても同

じように記載してください。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防火管理定期点検が必要な建物 

・収容人員が 300 人以上の建物 

・地下、3階以上の階に特定用途があり、かつ階段が屋内に 1つしかない建物 

※特定用途とは、集会所、物品販売店舗、飲食店や診療所などです。 

※防火管理定期点検が必要な建物は自主点検票の添付が必要です。 

 

        その他の添付書類 

        ・避難経路図を作成した場合は添付してください(平面図に矢印を引いたものなど)。 

        ・テナントごとに防火管理者を選任する場合は、防火管理の範囲が分かる資料を 

添付してください(フロア図に着色するなど)。 

消防訓練は、特定用途防火対象

物で年に 2 回(通報訓練は 1

回)、非特定用途防火対象物は

年 1回の実施が必要です。 

実施回数が不明な場合は消防

本部までお問合せください。 

 

 

建物に設置されている消防用設

備等の点検について定めます。 

設置されている設備に〇をし、な

いものは追記してください。 

特定用途防火対象物は毎年点検

結果の報告が必要です。 

非特定用途防火対象物は3年に1

回の報告が必要です。 

 

 

防火対象物定期点検に該当する

場合は記入してください。 

防火対象物定期点検が必要かど

うかは下記をご参照ください。 

 

 


